
多様なアイディアが生まれる会議に！

課　題

目　標

当該地域は絶滅危惧種の野鳥等の生息場所となってい
るが、生物と人の暮らしとの距離が近く、清掃活動や住
民の情報共有等の早急な保全対策が必要である。

錦江湾奥の湿地環境が美しく維持され、希少生物が
生息し、地域住民が誇りを持つことができる。

| 活動地域 |　　  鹿児島県

鹿児島湾奥地域における
湿地帯保全活動

〒899-5652　
鹿児島県姶良市平松7703
電話：0995-67-6042
E-mail：office@kusunokishizenkan.com
http://www.kusunokishizenkan.com

清掃活動延べ参加者 160人
12回
70％
20％

底生生物調査と鳥類調査

今年度計画の達成度

目標達成度
活動内容と成果

今後も地域自治体と協働で清掃活動・啓発活動を実施し、湾奥湿地環境の重要性認
知度を高めるとともに、地域住民が湾奥湿地環境に誇りを持てるような取組みを
継続していく予定である。

●地域の漁協や小学校の児童と清掃活動を行った。2
回合計で可燃ごみ32袋、不燃ごみ9.5袋分のゴミを収
集し、過去松原海岸に産卵してきたアカウミガメや、
マイクロプラスチックを含めた環境についての啓発
講座を行い、湾奥湿地周辺でのゴミ拾いの意義などを
感じてもらった
●毎月1回底生生物と野鳥の調査を行い、湾奥湿地周
辺の生物データを収集した。クロツラヘラサギをはじ
め、さまざまな絶滅危惧種の生息を確認した
●合計2回の懇話会を通じ、湾奥湿地周辺のステーク
ホルダーと情報共有を行うことができた

今後の
展望

松原なぎさ小学校の子供たちとの清掃活動

底生生物調査の様子

■苦労した点
清掃活動が、2度の大型台風接近や、堤
防の補修工事による立ち入り禁止で
中止となるなど予定通りの実施が行
えなかった。

■工夫した点
地域の校区コミュニティ協議会と協
働で海岸近くの小学校の児童や自治
会員を巻き込み、大規模な清掃活動を
行った。

（特非）   くすの木自然館

実　践

LOVE BLUE助成
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